
 ― 163 ― 

 

平 成 25年 第 ２ 回 定 例 会 会 議 録 

 

招 集 年 月 日 平成25年３月12日（火曜日） 

招 集 場 所 伊江村議会議事堂 

開 議 ３月15日 10時05分 亀里敏郎議長宣言 

散 会 ３月15日 16時40分 亀里敏郎議長宣言 

出 席 議 員 

（ 応 招 議 員 ） 

１ 亀 里 敏 郎 議員 ７ 内 田 竹 保 議員 

２ 内 間 広 樹 議員 ８ 知 念 一 邦 議員 

３ 仲宗根 清 夫 議員 ９ 名 嘉   實 議員 

５ 島 袋 義 範 議員 10 友 寄 祐 吉 議員 

６ 山 城 克 己 議員 11 渡久地 政 雄 議員 

欠 席 議 員 
    

    

本 会 議 に 職 務 の 

ため出席した者の 

職氏名 

議会事務局長 島 田 勝 雄 君 

主    査 山 城 佐百合 君 

地方自治法第１２１

条の規定により説明

のため出席した者の

職氏名 

村 長 大 城 勝 正 君 副 村 長 島 袋 秀 幸 君 

教 育 長 名 城 政 英 君 総 務 課 長 西 江   正 君 

建 設 課 長 並 里 晴 男 君 教育行政課長 大 城   強 君 

農林水産課長 古 堅 和 昌 君 会計管理者 内 間 常 喜 君 

農林水産課参事 知 念 吉 久 君 公営企業課長 具志川 豊 秀 君 

福祉保健課長 金 城 和 廣 君 商工観光課長 宮 里 徳 成 君 

住 民 課 長 知 念 貞 博 君 政策調整室長 宮 城 弘 和 君 

農業委員 会 
事 務 局 長 

宮 里 政 喜 君 総務課長補佐 新 城 米 広 君 

    

議事日程及び会議 

に付した事件 
別 紙 の と お り 

会 議 の 経 過 別 紙 の と お り 

 



 ― 164 ― 

 

平成25年第２回伊江村議会定例会議事日程（第４号） 
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○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 ただいまから第２回伊江村議会定例会４日目の会議を開きます。 （開議時刻10時05分） 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入る前に、前日の２番 内間広樹議員の質疑で字句の訂正、発言の訂正がありますので、それを許

します。 

 ２番 内間広樹議員。 

○ ２番 内 間 広 樹 議員 

 ありがとうございます。昨日の補正予算の商工費、細節15．工事請負費の質問において、「伊江村は喫煙を

進める」を「伊江村は分煙を進める」「喫煙」を「分煙」に訂正していただきますよう求めます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 それでは日程に入ります。 

 日程第１ 議案第４号 平成25年度伊江村一般会計予算を議題とします。 

 昨日に引き続き、予算説明を行います。 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 御説明をいたします。 

 歳出の説明に入ります前に、各款の共通事項といたしまして、２節の給料、３節の職員手当、４節の共済

費につきましては、昨年の人事院勧告に基づき、現職員で計上いたしております。そういうことからしまし

て特に説明の必要のないもの以外は、各課省略をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。それでは議会費です。歳出１ページ、議会費7,383万4,000円、対前年度比較で48万9,000円の増額です。

７節から次のページの27節まで、前年度実績を勘案いたしまして、計上しておりますけれども、９節旅費に

は所管事務調査費を計上しております。また、11節需用費の細節４．印刷製本費におきましては、議会広報

誌、議会会議録のページ数がふえております。前年度より50万円ほど増額で計上をしております。 

 ３ページをお願いいたします。２款１項１目一般管理費、前年度比較で1,780万7,000円の減額です。要因

としましては、職員の退職でありますとか、異動に伴いまして、給料それから市町村総合事務組合負担金の

減額があります。７節賃金、用務員１名、臨時職員１名の計上でございます。８節報償費、９節旅費、次の

ページですけれども、10節交際費、11節需用費、12節役務費まで、前年度実績を勘案いたしまして計上をし

ております。13節委託料、細節101．区長事務委託料ですけれども、前年同額で計上しております。それから

細節112．新公会計制度、委託料は平成24年度でシステム整備をしております。次年度から運用をしてまいり

ます。 

 次のページ、14節使用料及び賃借料、前年度実績を勘案し計上しております。18節備品購入費510万円、宝

くじ売り上げによる配分金が原資ですけれども、サマージャンボ分で港に監視カメラ、録音サーバーを設置

したいと思います。それからオータムジャンボ分で古いパソコン25台の更新を図りたいと思っております。

それから19節負担金補助金及び交付金、これにつきましては各種団体の負担金補助金を計上しておりますけ

れども、ほぼ前年度並みで計上をいたしております。その中で細節の116．一般コミュニティ助成事業におき

まして、東江上区、西江前区の要望が出ておりますテント、テーブル、芝刈り機を購入する予定でございま

す。それから細節118．地方バス運行対策補助金これは平成24年度の実績を勘案し増額で計上をしております。 

 ６ページをお願いいたします。２目文書広報費、前年度比較で248万4,000円の減額です。９節旅費から18

節備品購入費まで、前年同額か減額で計上しております。19節負担金補助金及び交付金につきましては、県

の通知がございましたので、前年度より137万2,000円の減額で計上いたしております。 
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○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 会計管理者 内間常喜君。 

○ 会計管理者 内 間 常 喜 君 

 ３目会計管理費234万5,000円の計上でございます。前年度比で14万5,000円の減額になっております。平成

25年度は北部地区会計事務研修会が伊平屋村で実施されるため、旅費で２万5,000円の増、それ以外の節は前

年度同額、もしくは減額措置となっております。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 ４目財産管理費4,516万7,000円、前年度比較で217万9,000円の減額です。11節需用費の細節６．修繕費で

は、庁舎内に分煙室が設置できないかと考えまして100万円ほど計上いたしております。12節役務費では、東

保育所をはじめとする施設が新設になり、細節６．建物災害共済分担金が増額になっております。13節委託

料から、次のページの18節備品購入費まで減額での計上でございます。23節償還金、利子及び割引料、都市

開発基金への元利償還金を計上いたしております。25節積立金、細節101．から109．まで利子分の積み立て

でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 政策調整室長 宮城弘和君。 

○ 政策調整室長 宮 城 弘 和 君 

 同じく５目企画費でございます。本年度４億8,535万円、前年度比較で４億5,483万8,000円の増額分と著し

い伸びになっておりますけれども、この要因につきましては、御案内のとおり沖縄振興特別振興交付金事業

の伊江村人工透析施設整備事業にかかるものでございます。１節報酬10万8,000円は、前年度同様に振興計画

審議会の３回分を計上してございます。７節賃金141万6,000円につきましては、臨時職員１名分を計上して

ございます。９節旅費83万4,000円、11節需用費20万7,000円、14節使用料及び賃借料10万5,000円につきまし

ては、前年度実績を勘案して計上をしてございます。13節委託料1,150万円、15節工事請負費３億6,250万円、

18節備品購入費8,000万円につきましては、人工透析施設整備事業の現場管理業務、工事費医療機器等の購入

費を計上してございます。19節負担金補助金及び交付金につきましては、細節102．北部広域圏事務組合振興

負担金が北部振興事業分及び北部循環器医療支援施設整備債の元利償還分により167万5,000円の増額となっ

ております。 

 次のページでございます。細節114．日本離島センター負担金１万2,000円につきましては、平成25年度か

ら公益財団法人日本離島センターへ小笠原、奄美、沖縄が新たに加入することになりましたので、今年度分

会費を計上してございます。その他の負担金につきましては、前年度ほぼ同額を計上してございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 ７目レク広場関連費3,859万6,000円、前年度対比3,231万6,000円の増額の計上でございますが、この要因

としましてゴルフ場村民レク広場の北側の県道沿いに去年、フェンスが倒壊したことで、そのフェンス工事

の改修を予定していましたが、やはり改修工事になりますと、また今後維持管理費がかかるということから、

今回盛り土にして、県道沿いを工事をしまして、そしてそこに植栽をしたいという工事を計画をしています。

その盛り土工事につきましても、ほかの事業と考えたんですが、結果的にいろんな設計的な要素がありまし

て、ほかの事業ではできないことがありましたので、今回基金のほうを受け入れしまして計画をしています。
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では説明に入ります。 

 11節の需用費の500万円につきましては、屋外運動場施設の修繕費、落雷等修繕費、管理費の修繕費等の修

繕費用を見込んでの計上でございます。前年度同様の計上でございます。12節の役務費も前年度同額の計上

でございます。13節の委託料につきましては、工事の現場管理業務を挿入をして計上をしてございます。そ

して工事費の請負費3,000万円ですが、盛り土工の155メートル、高さ約５メートル、その土砂の掘り起しま

では6,000立米余りを計画しまして、そしてさらに外周には植栽工事を500メートル余り計画をしています。

以上、村内レクです。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 歳出11ページ、２款２項１目税務総務費4,380万6,000円、前年度比438万2,000円の増額であります。１節

から７節賃金、８節報償費、９節旅費、11節需用費まではほぼ前年度並みを計上してございます。役務費こ

れも271万2,000円でございますが、ほぼ100万円ほどの増額ではございますが、その中で細節101．税システ

ム修正手数料135万5,000円、これは平成25年度の税制改正に伴いまして、村税、固定資産税、軽自動車税の

全国統一様式に修正したいための金額でございます。102．LGWAN・ASPサービス利用料これはｅ-TAX導入に係

るサポート料でございます。13節委託料1,001万2,000円、ほぼ前年度並みの計上ではございますが、次のペー

ジをお願いします。その中で新規としまして106．ｅ-TAXシステム構築委託料367万5,000円、これは住民税、

法人税、償却資産の電子申告システムの構築を国税事務所からの強い要請により全県下実施、お願いがあり

まして計上してございます。ちなみに平成24年の10月現在では、41市町村中６市町村が実施しております。 

次の107．電子申告サービス追加導入委託料、これはその導入にあたっての追加委託料でございます。続きま

して14節使用料から19節、27節の公課費までは前年度並みを計上してございます。２目賦課徴収費88万円、

前年度比33万7,000円の増、これは23節で償還金、利子及び割引料で還付金でございますが、前年度かなりの

還付がございまして、実績により計上してございます。 

 次の13ページお願いします。２款３項１目戸籍住民基本台帳費2,586万5,000円、前年度比1,956万5,000円

の減額でございます。９節、11節、12節までは前年度並みの計上をしており、13節では852万5,000円でござ

いますが、その中で107．仮戸籍データベース化委託料、平成24年度分実施してまいりましたが、一部に修正

をする、また戸籍が出てまいりまして、200万円ほどを追加計上させてもらっておりますので、よろしくお願

いします。110．民刑システム保守管理委託料、これは昨年、電子化しました民刑システムの保守管理委託料

を新規に計上してございます。 

 次のページをお願いします。14節、19節は前年度並みを計上してございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 15ページをお願いいたします。２款４項１目選挙管理委員会費、241万5,000円です。委員の報酬と旅費が

主なものでございます。前年度の実績で計上しております。２目村長選挙費、４月執行予定の村長選の経費

は１節報酬から、16節原材料費まで、それぞれ計上しております。５目県議会議員選挙ですけれども、去年

平成24年度実施されておりますので、廃目です。 

 次のページです。７目参議院議員選挙費、７月に予定されておりますので、１節報酬から18節備品購入費

まで必要な経費を計上しております。９目海区漁業調整委員選挙費は、これも前年、終了しておりまして廃

目です。 
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 17ページです。５項１目統計調査総務費、統計協会への負担金でございます。２目指定統計費52万2,000

円ですけれども、漁業センサス、それから住宅、土地、統計調査、学校基本調査に必要な経費を１節から14

節まで計上しております。 

 18ページ、２款６項１目監査委員費、１節報酬から19節負担金補助金及び交付金まで、前年度の実績を勘

案いたしまして、計上しております。 

 19ページです。２款７項１目交通安全対策費483万2,000円です。９節旅費から15節工事請負費まで実績と

勘案をいたしまして、前年度同額計上です。13節委託料では、交通安全協会、伊江支部への委託金、それか

ら15節工事請負費は各区から要請の上がってまいります交通安全施設の工事を行いたいと考えております。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 20ページをお願いいたします。３款１項１目社会福祉総務費4,835万1,000円、前年度比較で20万8,000円の

増額でございます。７節賃金から次のページをお願いします。19節負担金補助金及び交付金まで、ほぼ前年

度同額で計上しております。20節扶助費1,651万5,000円、細節101．細節102．細節103．は障害を持った方へ

の激励金、細節104．次のページをお願いします。 

 細節105．高齢者激励金、細節106．重度心身障害者（児）医療助成費で1,200万円、前年度同額計上でござ

います。細節108．母子父子家庭等医療費助成です。細節111．細節112．は人工透析患者への宿泊助成と船賃

助成でございますが、前年度の実績を勘案しての計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 ２目国民年金事務費1,720万1,000円、前年度比８万3,000円の減でございます。９節旅費から11節需用費、

13節委託料、14節使用料及び賃借料、19節の負担金補助金及び交付金まで、前年度並みを計上してございま

す。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 23ページお願いいたします。３款１項３目民生委員費151万8,000円、前年度比較で２万4,000円の増額計上

でございますが、３年に一度の民生委員の改選の年でございます。推薦委員の報酬が増額分で、民生委員13

名の活動費は前年度同額の計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 ４目国民健康保険会計拠出金１億5,939万6,000円、前年度比2,176万2,000円の増額でございますが、これ

は細節101．国保会計繰出金と102．保険基盤安定繰出金の4,169万4,000円でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 ５目戦跡保存費166万3,000円、前年度比較で80万円の増額でございますが、要因といたしましては11節需

用費、細節６．修繕料の川平壕入り口における壕内への雨水流出防止対策と門扉の取り替え費の修繕費で30
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万円と、14節使用料及び賃借料、細節８．借上料で壕作業や戦跡の環境整備等に係る重機使用料として50万

円の計上でございます。その他は前年同額の計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 ６目介護保険費１億1,050万3,000円、前年度比97万6,000円の減額でございますが、次のページをお願いし

ます。７節賃金から27節の公課費までほぼ前年度並みを計上してございますが、その中で25ページの19節負

担金補助金及び交付金の細節105．福祉車両改造費用補助金100万円、これは新設でございまして、寝たきり

等の介護老人や障害者への村外とか村内でのそういった方々を同乗させる場合に、車両の改造に際しまして、

介護家族の負担の軽減、外出等を支援する目的で計上してございます。補助額の補助金額は３分の２、もし

くは50万円を限度として計上してございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 25ページをお願いします。３款１項７目老人保護措置費252万円で全額増額でございますが、20節扶助費、

細節101．養護老人ホームの入所措置費の252万円の計上でございますが、入所措置費１名を予定しているた

めの計上でございます。８目身体障害者福祉費１億3,610万3,000円で、前年度比較3,590万7,000円の大幅な

増額でございますが、20節の扶助費の伸びが主な要因でございます。８節報償費から19節負担金補助金及び

交付金までは、ほぼ前年度同額の計上でございます。20節扶助費の１億3,540万円、細節101．自立支援医療

給付費は、厚生医療費の分でございます。細節102．補装具給付費、それから車いす、補聴器等に充てる分で

ございます。細節103．障害福祉サービス費１億2,000万円、前年度比較3,400万円の増額でございますが、訪

問系サービス、日中活動系サービス、療養介護、施設入所支援など、利用者がふえていることが要因でござ

います。 

 次のページをお願いします。細節106．地域生活支援給付費、日常生活医療具の給付分でございます。３款

１項９目福祉センター運営費１万8,000円の費目存置で、前年度比820万1,000円の減額計上でございますが、

社会福祉協議会の出向職員による減額計上でございます。 

 次のページをお願いします。３款２項１目児童福祉総務費１億1,702万円で前年度比較1,353万6,000円の減

額でございます。主な要因は職員異動等に伴う給料の減額によるものです。９節旅費から20節扶助費までは、

ほぼ前年度並みの計上でございますが、うち19節負担金補助金及び交付金の細節105．やんばる町村ファミサ

ポセンター負担金41万1,000円でございますが、子育ての手助けをしてほしい人、子育てのお手伝いがしたい

人が会員となって、必要なときにセンターを通して、有料で利用できる子育て支援ネットワークです。平成

24年４月から北部８町村、広域で事業を開始、運営費の２分の１を厚労省交付金で、２分の１を８町村で負

担、沖縄県労働者福祉基金協会が委託を受け、名護市にセンターを開設し事業を展開しております。平成25

年度から本村も参加し、９町村で仕事と育児を両立できる環境を支援してまいりたいと思います。２目児童

措置費8,071万6,000円、前年度比較で482万1,000円の減額でございます。要因といたしましては、20節扶助

費、細節101．次のページをお願いします。細節103．まで児童手当でございますが、対象児童数の減尐によ

る減額が主な要因でございます。前年度同様の３歳未満が１万5,000円、３歳以上、小学校終了前の第１子、

第２子において１万円、同じく第３子以降１万5,000円、中学生が１万円の計上となっております。細節106．

出産祝金は前年度並みの計上で、細節107．出産待機宿泊助成金は平成24年度の実績を勘案しての計上でござ

います。 
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 歳出28ページをお願いします。３款２項３目保育所費6,090万7,000円、前年度比較で309万2,000円の増額

でございますが、要因といたしまして７節賃金、細節102．保育所臨時職員賃金のうち、調理員２名の施設清

掃員１名分の増員分でございます。 

 28ページです。最初から読み上げます。３款２項３目保育所費6,090万7,000円、前年度比較で309万2,000

円の増額でございます。要因といたしまして７節賃金、細節102．保育所臨時職員賃金のうち、調理員２名と

施設清掃員１名分の増員分でございます。平成25年度から改築した東保育所と中央保育所の２カ所での運営

となります。８節から13節、次のページです。14節、18節、19節については、ほぼ前年度並みの計上でござ

います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 歳出30ページお願いします。３款３項２目老人福祉総務費3,000円、前年度比ゼロでございますが、これは

費目存置を計上しておりますが、老人保健特別会計が廃止に伴いまして、支出、歳入があった場合に、費目

存置として計上してございます。３目後期高齢者医療費8,022万7,000円、313万9,000円の減額でございます。

これは後期高齢者広域連合から通知によるものでございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 31ページをお願いいたします。４款１項１目保健衛生総務費3,084万6,000円。前年度比較で679万6,000円

の減額でございます。主な要因といたしましては、保健師１名減に伴います給与関係の減額分でございます

が、７節賃金につきましては、臨時職員１名を増員し、事務遂行に努めてまいりたいと思います。９節から

12節、それから14節は前年度並みの計上でございますが、13節委託料、細節101．人工透析施設整備用地分筆

登記委託料23万円、次のページをお願いいたします。 

 17節公有財産購入費、細節101．人工透析施設整備用地購入費220万円の計上でございます。19節は前年度

並みの計上でございます。次、２目予防費2,861万5,000円で、前年度比較で207万1,000円の減額でございま

す。13節委託料、細節101．予防接種委託料のワクチン接種緊急促進事業でございますが、23年度から24年度

に接種勧奨を行ったヒブ、小児肺炎球菌で対象者のうち６割の乳幼児が接種済みで、接種対象者が減ったこ

とが主な要因でございます。１節報酬から９節旅費までは前年度並みの計上でございます。11節需用費の細

節10．医薬材料費622万8,000円、対前年384万8,000円の増額でございますが、新年度からは子宮頸がん、ヒ

ブ、小児肺炎球菌ワクチン予防接種が、任意接種から定期接種へ改正されるため、ワクチン購入費の計上を

診療所会計から一般会計に移行によるものでございます。 

 次のページをお願いします。12節役務費、それから14節使用料及び賃借料から27節公課費まではほぼ前年

度並みの計上でございます。 

 次のページをお願いします。４款１項３目母子保健事業1,447万8,000円で前年度比較で187万8,000円の増

額でございます。要因といたしましては、19節負担金補助金及び交付金の細節101．こども医療費補助金にお

ける通院及び入院医療費を就学前から中学校卒業までの年齢の拡大による増額計上でございます。８節報償

費から27節公課費までほぼ前年度並みの計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 
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 35ページ、４款１項環境衛生費2,153万7,000円、対前年度比517万5,000円の増額計上でございます。９節

は前年度並みで11節の需用費の中で細節５．光熱水費は街灯、聖苑の墓地団地の水道、そして新規ＬＥＤ街

灯を設置した場合の電気料となっています。修繕料につきましては、街灯修繕と聖苑の設備関係の修繕等と

なっています。そして細節101．環境衛生施設維持運営事業基金充当分137万8,000円ですが、これは財政積み

立て基金からの運用で、聖苑の燃料、そして電気料、ガス料の分として充当していきたいと思います。なお、

これは事業の関係上、あえて101．という細節を設けて計上をしております。12役務費につきましては、前年

度同様の金額となっていますが、101．の狂犬病予防注射手数料、これは獣医師会へこれは手数料ですが230

頭分計上をしております。そして委託料の細節101．から104．までは前年度同額の計上をしております。そ

れと111．分別収集計画策定業務の委託料ですが、これは容器包装に係る分別収集等の法律に基づいて、沖縄

県は３年に１回計画書を策定する義務があり、各市町村は県に報告するための業務委託料でございます。な

お、内容としましては、これまでの資料収集等を行って、それを報告する委託料でございます。112．聖苑管

理業務委託料につきましては、建物の管理を１名と、聖苑のほかの建物外の管理委託を１名の委託料でござ

います。 

 次の36ページをお願いします。15節の工事請負費500万円ですが、外灯設置工事、これは新しくＬＥＤ外灯

を70基計画をしております。なお、場所につきましては、各区から要望が出た希望の場所を精査し、またさ

らに旧、前の外灯とかも照らし合わせながら、現場を確認をしてから実施をしたいと思います。19節の負担

金補助金及び交付金の中で、細節102．合併浄化槽設置整備補助金ですが、これも５人槽の５基分として計上

をしています。105．使用済自動車等の海上輸送費補助金、これも前年度同額ですが、150台を処理する計画

で計上しております。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 ４款１項６目診療所会計繰出金3,000万円、前年度同額の計上でございます。平成24年度の診療所会計の実

績、これを勘案いたしましての計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 ７目ハブ対策費178万7,000円、対前年度比20万円の減額でございます。８節の報償費、ハブ買上金50万円

ですが計上していますが、前年度の実績を見込んで250匹の計画で計上しています。なお平成25年３月時点の

ハブの買い上げの数は212匹となっていまして、対前年度に48匹の減、尐なくなっております。次に13節の委

託料、これにつきましても、前年度の委託料を計上しています。なお、平成24年度の実績としまして捕獲数

が70匹捕獲をしております。その他につきましては、同額の計上をさせていただいています。 

 次の38ページをお願いします。４款２項１目清掃費4,159万1,000円、833万3,000円の増額でございます。

７節の賃金、処分場の管理賃金としまして、産業廃棄物１人、スサカ処分場２人、計３人の賃金を計上して

あります。11節の需用費の中で、細節６．修繕料につきましては、シャボの修繕料、そして産廃修理費、産

業廃棄物の炉幕の交換等の予算を計上しております。101．環境衛生施設維持運営事業基金充当分320万円、

これは産業廃棄物最終処分場の電気料として計上しております。次、委託料につきましては、101．102．105．

につきましては、産業廃棄物処分場と湧地処分場の２カ所の水質検査等の検査の委託料として計上しており

ます。細節108．土砂集積場整備につきましては、代替地の場所の工事の管理料として委託料を計上していま

す。14節使用料及び賃借料775万2,000円、これは借上料ですが、スサカ処分場の土地の賃貸料１万7,472平米
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ですね。それと新しく代替地として計画しているところのキネナの土砂の集積場としまして１万28平米、そ

してスサカ処分場、これは土地の賃貸料ですが、その中でまたスサカ処分場の造成費としまして工事の重機

借上料も一応計上して、775万2,000円としてあります。15節は工事請負費としまして土砂集積場の整備とし

まして900万円計上してあります。次に、２目のＥ＆Ｃセンター運営費5,571万2,000円、対前年度比375万2,000

円増額となっています。その中で、７節賃金803万2,000円、この内訳としまして受け入れ事務の事務１名、

ごみの回収した後の分別等の指導員１名、シュレッダー機とか、その傭人としまして１名、今回Ｅ＆Ｃセン

ターに粗大ごみの解体場所を設けてあります。Ｅ＆Ｃセンター南側のほうを今現在、斜面であったところを

広場にしましてありますが、そこに粗大ごみの置き場を用意していますので、粗大ごみの解体傭人として１

名、そして今回お一人、定年退職になりますので、その方の賃金をここの７節のほうに計上をしております。 

 次、需用費ですが、消耗品費につきましては、指定ごみ袋の製造費、そしてその他の敷料の包装用の袋等

の予算でございます。そして細節６．修繕料につきましては、フォーク及び施設修繕に係る予算を計上して

ございます。細節10．医薬材料費につきましても、前年度同額の計上をしております。細節101．これが運営

事業の基金としまして1,057万円計上していますが、Ｅ＆Ｃセンターの灯油代、電気料等としまして計上をし

てございます。次、委託料ですが、103．104．106．107．108．109．ほぼ前年度同額の法定的点検料としま

して予算を計上してございます。次に16節の原材料費600万円ですが、101．減温用空気加熱器部品購入とし

まして、平成24年度の債務負担行為で契約している部品代としまして、今年度予算を計上してあります。 

 次の40ページお願いします。19節と27節につきましては、前年度同様の金額を計上しています。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 商工観光課長 宮里徳成君。 

○ 商工観光課長 宮 里 徳 成 君 

 歳出41ページ、願いいたします。５款２項１目失業対策事業費、本年度事業費2,539万7,000円、対前年比

2,538万9,000円の増であります。これにつきましては、賃金、細節１．雇用創出事業でハーブ体験推進事業

分として２名分を計上しております。細節1147．堆肥センター４名、それから観光体験交流事業といたしま

して３名分、平成24年度に引き続いて計上をしております。９節は事務調整費となっております。11節の細

節１．２．は緊急雇用創出の経費としてそれぞれ計上しております。細節1147．堆肥センター観光体験動物

ふれあいの事業の需用費として、それぞれ計上しております。13節の委託料につきましては、花卉産業強化

事業で６名、特産品開発販売促進事業で２名、動物ふれあいで２名、水産物販売促進事業で２名をそれぞれ

委託をして、それぞれの業者と契約をしている事業であります。それから14節使用料及び賃借料、これにつ

きましては、事務調整時の航送料、高速代となっております。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 農業委員会事務局長 宮里政喜君。 

○ 農業委員会事務局長 宮 里 政 喜 君 

 歳出の42ページをお願いします。６款農林水産業費の１目農業委員会費ですけれども、本年度予算が1,591

万9,000円、前年度に比べまして18万2,000円の減となっております。主な要因は農業委員会のほうで管理し

ております車の車検が今年度はないということで、18万円、主な減の要因であります。予算につきましては、

報酬１節から19節の負担金補助金及び交付金まで、ほぼ前年度並みの予算計上であります。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 農林水産課長 古堅和昌君。 

○ 農林水産課長 古 堅 和 昌 君 

 43ページお願いいたします。６款１項２目農業総務費6,238万円、316万円の増額となっておりますが、職
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員１人分の増額でございます。４節から19節まではほぼ前年同様計上してあります。３目農業振興費、３億

2,473万7,000円、2,504万6,000円の減額となっております。１節報酬の101．環境情報協議会委員報酬２万円

でございますが、新規土地改良事業等の施行に伴いまして、環境への影響等を検討する委員会でございます。

報酬でございます。 

 次の44ページをお願いいたします。1006．国営土地改良事業調査事務費とありますが、賃金の1006．旅費

の1006．需用費の45ページの1006．いずれも事務費でございまして、報償費といたしましては土地改良区設

立準備委員会を５回予定をしております。あと賃金のほうは１名、それから旅費としてヒアリング等の36万

3,000円、あと需用費が５万円ということでございます。それから1011．農業振興地域整備促進事業、これは

審議員会の報償費でございます。農業振興費の今回、見直しの時期の年度でございまして、５年に１度この

農振の見直しがございまして、今回はその見直しの年になっております。委託料といたしまして、45ページ

の1011．に委託料で予算を計上してあります。それから７賃金の1184．特産品加工支援施設設置助成事業、

これは職員手当にも給料にもございますが１名、黒糖工場の特産品販売と周辺整備等の事業でございまして、

給与、それから賃金、それからあと需用費ですね。役務費、委託料、46ページの1184．ここまで事業の関連

で予算を計上してあります。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 休憩します。 （休憩時刻11時01分） 

 再開します。 （再開時刻11時15分） 

 農林水産課長 古堅和昌君。 

○ 農林水産課長 古 堅 和 昌 君 

 44ページ、８節報償費、1012．農業経営基盤強化促進対策事業、認定農業者の支援、担い手農家の育成等

の事業でございまして、旅費、それから需用費、あと使用料の46ページの３万円、それから備品購入費６万

3,000円とありますが、これは備品購入費は農業経営簿記のソフトシステムの導入でございます。それから報

償費の1220．鳥獣被害防止対策事業80万4,000円、これはカラス等の駆除でございまして、９節の旅費、一番

下のほう。それから12節の役務費、それから14節の使用料及び賃借料にまたがって予算を計上してあります。

それから９節の旅費1006．国営土地改良事業調査事務費これは当初で述べましたように、土地改良住民委員

会の事務費でございます。それから1183．さとうきび安定生産対策事業でございますが、これは事業費、そ

れから使用料、それからこの事業につきましては、今回、製糖工場の防除機が大分老朽化しておりまして、

その事業に伴う防除機の導入による事業でございます。それから旅費の1186．青年就農給付金事業、これも

需用費の1186．歳入でも説明申し上げましたが、14節の使用料、それに計上をしてあります。それから11節

の需用費は、ほぼ前年度並みの事業の事務費の計上でございます。役務費、委託料、使用料及び賃借料、工

事請負費、備品購入費まで、ほぼ前年度並みの計上でございますが、その備品購入費の中の２万円がござい

ますが、これは軽トラックのリースが終了いたしまして、２万円の残分がございまして、車の軽トラの導入

をしております。それから19節の負担金はほぼ前年度並みの計上でございます。 

 それから47ページ、６款１項４目複合作物振興費２億5,736万6,000円、比較で２億4,497万9,000円の増額

となっておりますが、これは旅費の1180．需用費、役務費、使用料及び賃借料、公有財産購入費と計上して

ありますが、この増額の要因といたしまして、ウミカため池から排水路整備事業、平成25年度で計画をして

おりまして、浸透池の面積１万7,500立米、それから排水路550メートルを計画をしております。それから伊

江村特産物支援事業、1098．旅費から使用料及び賃借料、それから原材料費等に計上してございますが、こ

れは特産品フェア、花と食のフェスティバルやファーマーズでの特産品フェア等への予算計上でございます。

それから役務費につきましては、ほぼ前年度並みの計上でございます。委託料、使用料及び賃借料、工事費
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は今回、先ほど申し上げました排水路の２億2,000万円の計上でございます。あと原材料費から19節までは前

年度並みの予算を計上してあります。 

 48ページ、その中の105．106．は歳入で説明いたしましたが、前年度並みの計上で５年間の継続事業でご

ざいまして、今回も予算を計上してあります。６款１項５目畜産業費5,807万6,000円、2,595万円の減額でご

ざいます。259万5,000円の減額でございます。その中で賃金から19節までほぼ前年度並みの計上でございま

すが、その中で111．優良繁殖雌牛更新事業助成金の中で、今回、乳牛の現在４名いるわけですが、年間５頭

から６頭更新しているということで、いろいろと農家サイドからも要請がございまして、この乳牛の場合は

北海道から導入しているということで、その一部を助成できないかということで、今回20頭、１世帯当たり

５頭の計上をしてあります。それでこの更新事業は、平成24年度で終了ということで、村長の施政方針の中

にもございましたが、農家の要望等がございまして、平成25年度も計上してありますが、畜産共進会の入所

６頭の２部門、これも１頭当たり３万円の予算計上でございます。それから今行っております更新事業の頭

数は、約28頭を128頭を予定しております。６目同じく48ページ、畜産共進会費とございますが、240万5,000

円、26万1,000円の計上でございますが、共進会費はほぼ前年同様の予算計上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 農林水産課参事 知念吉久君。 

○ 農林水産課参事 知 念 吉 久 君 

 歳出49ページ、７目農地費は本年度８億3,632万8,000円、対前年度で２億6,416万3,000円の減となってお

りますが、主な要因として農地保全事業、西崎第１地区が平成24年度で完了し、村づくり交付金事業の事業

費が減になったのが主な要因であります。７節賃金、９節旅費につきましては、各事業、事務費として予算

計上してございます。 

 50ページをお願いいたします。11節需用費の細節６．修繕料は農村公園の修繕費を計上してございます。

以下、需用費、役務費、以下の各事業ごとの需用費、役務費、さらには51ページの使用料及び賃借料は、そ

れぞれ各事業に係る経費でございます。13節委託料の104．土地改良事業概略設計業務は、農村整備事業の新

規採択に備えた概略設計料を計上してございます。以下の委託料、工事請負費、公有財産購入費は、事業内

容、工事概要含めて、事業ごとに説明をしたいと思います。細節1112．団体営農地保全整備事業、西崎第２

地区は、平成26年度までの事業地区ですが、農地防風林、水兼農道、排水路等の整備を行っておりますが、 

平成25年度でも水兼農道、約700メートル、排水路100メートル、並びに植栽等の工事費、それに工事に係る

測量分筆業務、現場技術業務の委託費及び17節で工事に係る用地購入費を計上してあります。次に細節1113．

村づくり交付金事業でございますが、この事業は堆肥センターの整備と農用地保全整備事業等がございまし

て、工事費には堆肥センターの天日干場工事並びに周辺整備、堆肥センター北側の農用地保全整備工事とし

て植栽工事を予定しております。委託費にはその整備に係る設計及び現場技術業務、さらに財産購入費には

農用地保全整備に係る用地購入費を計上してあります。次に細節1140．元気な地域づくり交付金事業（東江

前第１地区）は、畑地かんがい施設事業ですが、受益面積41.2ヘクタール中、本年度で20ヘクタールを整備

いたします。整備に係る工事委託費、加圧機異状等の整備に要する用地購入費を計上してございます。細節

1177．団体営農地保全事業（フナズ地区）は、農地保全事業で防風施設、排水施設、水兼農道等の整備事業

で、平成25年度には水兼農道、約1,700メートル、排水路940メートルを整備いたします。委託料には整備に

係る実施設計、測量分筆、施工管理業務、さらには浸透池設置予定地の埋蔵文化財調査費を計上してござい

ます。またその浸透池の財産購入費として計上してあります。 

 次のページお願いいたします。52ページ、18節備品購入費、これは堆肥センターの備品購入費でございま

すが、マニアスプレッダ、オイルローラー各１台、ほか機械器具の購入費として計上してございます。19節
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負担金101．から104．につきましては、各団体営への負担金補助金及び交付金でございます。細節106．農地・

水保全管理交付金（共同）これは農道ため池等の草刈、側溝等の土砂払い等の共同作業支援の村負担25％分

で国が50％、県が25％を支援いたします。108．農地・水保全管理交付金（向上）これは排水路、放水路、用

水ポンプ等の修繕、改修等により長寿寿命化を図る事業で、国と村で各50％負担いたします。1061．から1216．

県営事業につきましては、各事業に係る村の負担分でございます。22節は事業執行に当たり、作物補償等が

生じた場合に備えて、予算措置してございます。次に８目溜池建設費681万1,000円、対前年度比で３億6,749

万1,000円の減でありますが、これにつきましては障害防止のアマギ溜池が完了いたしまして、その分が大幅

に減となっております。各節には溜池管理に係る経費を計上してございます。９目災害対策費は285万円、前

年度同様の金額を災害等に備えた対策費として計上してございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 農林水産課長 古堅和昌君。 

○ 農林水産課長 古 堅 和 昌 君 

 同じく53ページ、６款１項10目堆肥センター運営費3,360万4,000円、その中で職員が２人でございます。

それと臨時職員が４名ほど今計画はしておりますが、先ほど商工課長からございました失業対策費で補う予

定でございます。 

 それから１名は事務職員として採用して、あと７名体制で当初から始めてまいりたいと思います。その中

で、54ページの原材料費16節の856万8,000円がございますが、その中の加工原材料費といたしまして堆肥を

買い取りいたします。その中で原材料費ということで分けてありますが、おがくず等を導入いたしまして、

この堆肥におがくずを混ぜて販売する予定でございます。歳入のほうで販売、見積もり価格等を説明いたし

ましたが、議員の皆様に提出してありますこの概算、積算根拠の説明をしたいと思います。まず原料の処理

は初年度ということを考慮して、ピーク時の３分の２を見込んでおります。販売も初年度ということを考慮

して、ピーク時の４分の１程度を見込みます。堆肥の販売割合は、中熟堆肥75％、完熟堆肥25％として見込

む予定でございます。完熟堆肥の販売割合は15キログラム小袋80％、20％はフレコン、バラも含んで20％を

見込んでおります。その中で、中熟堆肥ということで、年間の１日約70トン、２万5,251トンとして仮定して

ございますが、その中の75％、製品といたしましては50％、さらには中熟堆肥の製品率といたしまして４分

の１を見込んで2,367トンを予定しております。完熟堆肥の場合は、２万5,251トンの25％、さらには製品率

といたしまして30％、さらに４分の１を仮定いたしまして473トンと積算はしてございます。次に中熟堆肥、

キログラム当たり２円と仮定した場合、トン当たり2,000円、2,367トン掛ける2,000円、473万4,000円。完熟

堆肥15キロの小袋、キロ当たり20円と仮定した場合、トン当たり２万円になりますが473トン掛ける80％掛け

る２万円756万8,000円。完熟フレコン、バラも含んで堆肥キログラム当たり10円と仮定した場合、473トンの

20％掛ける１万円、94万6,000円となります。それで①これまでの３部門、中熟、完熟を総計いたしまして、

1,324万8,000円を見込んでおります。その中で、ふん貯システム農家の堆肥、還元分は除くとございますが、

その農家分が全体の70％を占めているということで、525円というのは、水分率70％から75％を見込んでの525

円でございます。その３分の２といたしまして618万6,250円。１番の1,324万8,000円から差し引きまして706

万1,750円、売却率といたしましては75％を見込んで529万6,000円の堆肥の積算をしてあります。後ほど質疑

の時間も設けられておりますので、そのときにまたさらに質疑に伴って答弁していきたいと思います。 

 それから55ページにまいります。６款２項１目林業総務費469万1,000円、101万円の減額でございますが、

総務費につきましては、職員手当等、給与、以下、ほぼ前年度並みの計上でございます。２目林業振興費3,731

万9,000円、432万8,000円の増額となっておりますが、その中で、需用費の修繕料がございます細節６．287

万円とありますが、現在、ハイビスカス園のハイビスカスが植えつけてから約６年、７年たっておりまして、
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ハイビスカス協会からいろいろ指導がございまして、そろそろ植え替える時期ということで、現在平張りの

ハウスに約700種類の原木がございますが、それがちょっと土壌がだいぶ悪くて、そこをハイビスカス園に植

える苗を今現在あるのを鉢あげにして、そこを鉢棚にやったほうがいいということで、その平張りハウスの

鉢棚、それから旧ウカバのハウスが現在ございますが、そこの便所等がもう老朽化いたしまして、そこの改

修等を見込んで287万円の計上でございます。 

 次の56ページ、役務費から27の公課費まで、ほぼ前年度並みの計上でございます。 

 57ページ、６款３項１目水産業総務費715万8,000円、比較で43万9,000円、この総務費につきましては、前

年度並みの予算を計上してあります。それから水産振興費2,405万7,000円、39万9,000円の減額でございます

が、それも前年度並みの計上でございます。 

 次の58ページお願いいたします。３目漁港建設費でございますが、１億1,037万7,000円、これは漁村再生

交付金事業でございますが、歳入のほうでも説明いたしました西崎漁港の防波堤、沖防波堤２カ所ございま

すが、平成23年、平成24年の台風で、被害を受けて、災害で補修はいたしましたが、さらに村からの要望が

ございまして今回、西崎漁港の整備ができるような事業で今、進めております。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 商工観光課長 宮里徳成君。 

○ 商工観光課長 宮 里 徳 成 君 

 歳出59ページをお願いいたします。７款１項１目商工総務費、今年度予算額3,435万8,000円、前年比298

万2,000円の減であります。その要因といたしまして人事異動に伴う減額であります。それから８節から19

節までにつきましては、事務費、それから離島フェア、やんばる産業まつり、沖縄の産業まつりを前年度並

みに計上しております。 

 60ページをお願いいたします。２目商工振興費は本年度予算額は8,526万5,000円で、前年比498万7,000円

の増となっております。その主の要因といたしまして新規事業といたしまして、沖縄県産業振興事業の計上

によるものであります。それから７節賃金、フラワーアイランド推進事業で１名、それから101．で４名、102．

で４名分の計上であります。それから８節報償費、これにつきましてはほぼ前年度並みを計上しております。

それから９節旅費につきましては、前年のとっとり花回廊への２名分の出張旅費がありませんので、その分

を減額いたしております。細節1102．1184．は前年度並みであります。細節1186．につきましては、沖縄県

産業振興基金事業の事業推進費９節、11節、13節、14節にそれぞれ計上しております。この産業振興基金に

つきましては、伊江島観光情報システムの構築と、それから地域物産情報の発信という２つの項目を立てま

して事業推進をする予定であります。伊江島観光情報システム構築事業は、地図上にスポット、観光地、宿

泊施設、交通機関等を写真、文字情報、これ文字情報についても、多言語を表示するシステムであります。

ＧＰＳ機能を使用して、現在地のアクセス、空港から伊江島までのナビゲーションをいたしたりするシステ

ムを構築いたします。パソコン、スマートフォン、アイホン等の端末で利用できるような機能を持ちます。

それから地域物産情報発信につきましては、地域内の物産、農水産物加工品を含み、県内外の物産展、展示

会に出展して、地域産品の販売促進を図る事業であります。この観光情報システムと連携をいたしまして、

ピーアールも行うということを計画している事業となります。それから11節の需用費、細節１．につきまし

ては10万円程度増額をしております。２．３．４．５．1102．は前年度並みの計上であります。細節６．に

つきましては、車検車両、草刈り機、トラクター、それから観光施設及び世界のゆり展の管理施設として、

ハウスの修繕費として今回は前年度比300万円増で800万円を計上しております。102．伊江島のゆり祭りにつ

きましては、世界のゆり展の40品種から85品種へふやしておりますので、それに対応する経費として10万円

ほど増額をいたしております。 
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 細節1184．フラワーアイランド推進事業につきましては、観光地、それから地域への花普及時の消耗品と

して計上をいたしております。12節の役務費、細節１．３．５．101．102．103．1022．につきましては、前

年度並みを計上しております。細節104．土地鑑定料につきましては、総合運動公園、それから旅行村内の隣

接地、用地の取得の土地鑑定料といたしまして50万円を計上いたしております。13節委託料、細節３．４．

102．104．105．は前年度並みで計上しております。101．につきましては、観光客の増によりまして、約10

万円程度増額いたしまして、148万7,000円を計上いたしております。細節112．観光体験開発プログラム委託

料の78万円につきましては、伊江島フォースパーク有限責任事業組合へ乗馬体験ホースセラピーのプログラ

ム開発といたしまして、観光交流を振興を図るためにプログラム開発委託費として計上いたしております。

それから14節使用料及び賃借料の細節１．８．1102．1184．につきましては、前年度並みの計上であります。

1022．は新たにゆり祭り時で利用しますカラオケのリース料を加えて172万3,000円を計上いたしております。 

 62ページお願いいたします。16節原材料費、細節３．につきましては、前年度より200万円ほど減額をいた

しております。細節1022．1102．は前年度並みの計上であります。18節は費目存置であります。19節の細節

101．103．は前年度並みの計上であります。104．につきましては、第20回の伊江島一周マラソン大会の記念

事業が終了いたしましたので100万円の減額をして計上いたしております。細節109．商工会全国展開支援事

業につきましては50万円を減額し、200万円を計上いたしております。27節につきましては、前年度並みの計

上であります。３目はにくすに関連費2,181万円、関連費につきましては、前年度並みの計上であります。以

上であります。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 64ページ、８款１項１目土木総務費5,671万7,000円、111万5,000円の減額計上でございます。減額計上の

主な要因としましては職員の人事異動に伴うものとなっています。なお、７節の賃金981万6,000円、臨時職

員の賃金ですが、土木技術職員２名、女子の事務職員を１名と考えて計上をしております。 

 次の９節の旅費から次の65ページの27節の公課費までは前年度同様の金額を計上してあります。次に２目

の特別事業対策費9,640万7,000円で、対前年度比３億3,732万1,000円の減額となっておりますが、その主な

要因としましては、平成24年度の当初予算には、東保育所の建設事業を計上していたことによる主な減額と

なっています。７節賃金は臨時職員の１名予定をしています。９節の旅費の細節1206．1218．1219．につき

ましては、それぞれ事業に伴う旅費の計上でございます。 

 次に今回、特別事業対策費で予定している事業ですが、13節の委託料の細節1026．水道施設配水管設置事

業、これは漏水等のための配管事業の実施設計を約1.4キロメートルほど実施したいということで計上してい

ます。1206．につきましては、伊江村公共用施設太陽光発電設置事業ですが、公民館への太陽光設置に伴う

工事の施工管理のための計上でございます。1218．村道排水整備事業につきましては、これも委託料の中で、

西江上区内の西江上村営団地を中心とした地域の道路側溝設置の状況を調査をして、周辺地域のまた側溝関

係を計画していこうということで、今回新たに村道の排水整備事業を予定しています。1219．伊江港多目的

集会施設整備事業の委託料ですが、これは伊江港のはにくすに施設の南側のレンガの歩道があるわけですけ

れども、この歩道には県の事業で屋根つきの歩道になるために、その東側の先端部分、現在岸壁工事がかさ

上げされていますが、その背後のほうに母屋の設置を計画をしまして、民泊事業の子供たちや、その他の事

業の日除けになる集会場を計画していまして、その設計費として計上しています。 

 次の66ページお願いいたします。14節につきましては、その事務費でございます。15節工事請負費の中で

は、先ほどの各公民館、東江上区、東江前区、川平区、西崎区、阿良区につきましては、4.5キロが設置され
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ているんですけれども、増設を計画しまして、そのための工事費を計上しています。なお、各区のほうには

建設、集会施設等の建設債、各区に10％程度を負担をお願いしていましたが、今回は各区の事業費の５％を

今、区のほうに負担をお願いをしています。なお、歳入につきましては、今回は計上はしていませんが、そ

れぞれ補正で対応をしていきたいと思っています。 

 それと今回の調整交付金事業の中で、18節の備品購入費2,000万円、これは学校給食費共同調理場の備品購

入としまして、その備品の内容ですが、フードスライサー、野菜カットをできる器具、消毒保管庫、タイプ

がいろいろありますが、これが３台、冷凍庫、そして食器洗浄機が主な備品となりますが、その他にも附属

備品等を購入していきたいと思っています。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 暫時休憩します。 （休憩時刻12時00分） 

 再開します。 （再開時刻13時30分） 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 歳出の67ページをお願いします。８款２項１目道路維持費3,301万9,000円、対前年度比136万円の増額の計

上でございます。７節の賃金につきましては、県道清掃事業につきまして、清掃作業員を３名予定をしてお

ります。なお11節から14節までは前年度並みの予算を計上しています。18節の備品購入費ですが、草刈り機

のほうを２台購入したいことの予算計上でございます。 

 続きまして２目の道路新設改良費１億944万2,000円、5,399万3,000円の増額計上でございますが、この主

な要因は歳入でも御説明したとおり、社会資本整備総合交付金事業の事業を約１億円の事業を県へ要請して

いまして、それに伴いましての増額が主な要因でございます。それでその中で13節委託料、これは今回委託

料で計上しておりますのは、実施設計業務と工事の現場技術業務でありますが、実施設計の場所としまして

は、東江上の門口公園の大城商店のほうからバス路線、改善センターの前を通りまして、島村屋の前を通り

まして、そこまでの十字路の区間、約700メートルを設計したいと思っています。 

 続きまして14節とかは事務経費でございますが、今度15節の工事請負費この場所につきましては、きのう

御説明した補正予算で御説明した社会資本整備の事業のうちで、西江上区の伊江売店から240メートル、補正

で実施しますが、そこから西側のほうで、アハンニのゲートボール場のほうまでの区間、そして逆に西江上

売店から東へ行きまして、芳魂之塔のところの十字路までの側溝の工事、側溝のほうは南側のほうを側溝開

始をしますが、そこのほうの工事場所、それから実施設計に伴いまして、また予算の調整を見ながら工事を

進めていきたいと思っています。17節の公有財産購入費につきましては、前年度並みの計上をしています。 

 次に３目排水維持費824万円、149万円の前年度増の計上でございますが、これは具志排水浄化施設の維持

管理費に伴う項目でございまして、11節、次のページをお願いします。12節、13節までは前年度同様の金額

を計上してございます。14節の使用料及び賃借料におきまして150万円計上してございますが、これは具志排

水の浸透池の堆積物除去時の重機使用料として計上してございます。今回重機使用料で堆積物を除去したい

と思っています。 

 次の69ページ、８款３項１目住宅管理費1,270万8,000円、341万6,000円の増額計上でございます。これは

村営住宅に関連した予算を計上してございますが、今回の増額の計上としまして13節の委託料、細節103．伊

江村住宅マスタープラン策定業務を計上してございます。これは村営団地等の今後の計画に資するために策

定業務を今年度計上してございます。次に２目住宅建設費10万7,000円、これは伊江村住宅リフォーム支援事

業につきまして、平成24年度で調査費用を計上してありましたが、その平成25年度も引き続き計上してござ

います。なお、平成24年度で県内市町村で実施された箇所は５市町でありました。以上です。 



 ― 179 ― 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 70ページをお願いいたします。８款４項１目空港管理費、前年度比較で256万7,000円の減額です。職員の

異動によるものでございます。予算の主であります13節の委託料ほか９節から27節まで、ほぼ前年度同額を

計上いたしております。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 

○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 72ページの８款６項１目の港湾建設費につきましては費目存置です。 

 次の73ページの８款７項１目河川総務費150万1,000円、106万1,000円の減額計上であります。11節需用費

は費目存置でございますが、13節の委託料150万円につきましては、1001．これは海岸漂着物の回収処理委託

事業としまして、平成25年度も海岸漂着物の回収作業を各区児童会及び団体に実施していただき、また環境

美化の啓発を行っていきたいと思っての計上でございます。1032．につきましては、県からの委託を受けて、

また各団体に清掃事業を委託させたいと思っています。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 74ページをお願いいたします。９款１項１目非常備消防費1,739万7,000円です。前年度と比較いたします

と51万3,000円の減額になっております。１節から19節まで、ほぼ前年度同額で計上しております。13節委託

料には、細節101．救急応援協定に基づきまして、本今消防、那覇消防、沖縄市消防と委託契約を結んでの搬

送委託契約を結んでおります。 

 次の75ページです。２目消防施設費200万2,000円です。前年度で比較しますと3,526万9,000円の大幅な減

額になっておりますけれども、その要因といたしましては、前年度当初予算で18節の備品購入費に消防車購

入費を計上していた関係でございます。11節、12節、27節、ほぼ前年度並みの計上をいたしております。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 教育行政課長 大城 強君。 

○ 教育行政課長 大 城   強 君 

 歳出76ページをお願いいたします。10款１項１目教育委員会費260万2,000円、前年度比較17万5,000円の増

額でございます。これにつきましては、教育委員研修が石垣市開催のため、委員研修費の旅費で、その他の

節につきましては、前年度ほぼ同額計上でございます。２目事務局費、２節から４節までは人件費でござい

ます。 

 次の77ページ、８節につきましても、前年度同額計上でございます。９節旅費につきまして、細節４．普

通旅費で外国指導助手ＡＬＴが今年度も継続のため、出入国旅費分は減額でございます。11節需用費から14

節使用料及び賃借料までは前年とほぼ同額計上でございます。18節は費目存置でございます。 

 次の78ページ、19節負担金補助金及び交付金につきましては、細節１．市町村総合事務組合負担金は、退

職者関連で負担金で720万円の減額となっております。その他の細節につきましては、前年度ほぼ同額でござ

います。20節扶助費につきましては、離島高校生修学支援費3,984万円は、高校生１人当たり24万円、対象高

校生166名を見込んでの援助でございます。27節は公課費は、教育車１台分でございます。 

 次の79ページ、10款２項小学校費１目学校管理費、１節報酬から９節までは前年度とほぼ同額計上でござ



 ― 180 ― 

います。11節の需用費は前年度比較で391万3,000円の減額であります。細節106．につきましては、伊江小修

繕費で157万2,000円の減額。西小の光熱費で約200万円の減額が見込まれます。その他につきましては、ほぼ

前年度同額計上でございます。 

 次の80ページをお願いいたします。12節役務費から次の81ページの14節の使用料及び賃借料までは、前年

度とほぼ同額計上でございます。18節備品購入費で伊江小学校は大型プリンター、歯ブラシの乾燥器、西小

学校では、携帯用拡声器などの購入費でございます。19節負担金補助金及び交付金は前年度同様の計上をし

てございます。 

 次の82ページ、27節公課費は、西小１台分の重量税を計上しております。２目教育振興費、８節報償費か

ら11節需用費は前年度と同額計上でございます。18節備品購入費、細節102．の伊江小教材教具費では、跳び

箱、楽器、細節202．の西小教材教具費では、理科実験器具費、楽器、家庭科の備品などの購入費でございま

す。19節負担金補助金及び交付金、20節扶助費は前年度実績を勘案しての計上でございます。 

 次の10款３目学校建設費7,506万2,000円、前年度比較で５億1,717万7,000円の減額でございます。主な要

因といたしましては、西小学校校舎改築工事完了に伴うものでございます。９節から14節までは、伊江小学

校校舎改築工事に伴う耐力度調査実施設計費等の計上でございます。 

 次の84ページをお願いいたします。10款３項中学校費１目学校管理費、１節報酬から９節につきましては、

前年度とほぼ同額計上でございます。11節需用費、細節６．修繕料でバスケットのルール改正に伴い、コー

トライン引き、または教員宿舎の高架タンクの改修等の修繕がございます。12節役務費、13節委託料、次の

ページの14節使用料及び賃借料までは、前年度とほぼ同額計上でございます。18節備品購入費では、プリン

ター、時間割作成ソフトの購入費でございます。19節につきましては、前年度同様の計上でございます。 

 次の86ページ、27節公課費は中学校車４台分の重量税でございます。２目教育振興費、８節報酬費、11節

需用費は、ほぼ前年度と同額計上でございます。18節備品購入費、細節４．教材器具費で133万円の減額がご

ざいますが、前年度教科書改訂の分が減額となっております。19節の負担金補助金及び交付金、301．各種競

技会発表会派遣費助成金で240万円の減額がございます。主な要因としましては、船賃割引分と県大会等の派

遣費につきましては、派遣決定後に補正対応とし、当初予算の計上を見合わせた分、減額でございます。20

節扶助費は前年度実績を勘案しての計上でございます。 

 次の87ページで10款４項幼稚園費１目幼稚園費、２節から７節まで人件費でございます。９節旅費、幼稚

園研修の研修会、職員の新規採用１名を予定していますので、それに関連する新規採用職員研修会の旅費も

計上をしております。11節需用費から次ページの14節使用料及び賃借料はそれぞれ前年度と同額計上でござ

います。18節備品購入費、伊江幼稚園、西幼稚園ともエイサーを取り入れたいということで、エイサーに係

る太鼓、衣装の購入費でございます。19節につきましては、前年度とほぼ同額計上でございます。 

 次の89ページ、10款５項社会教育費１目社会教育費、１節報酬から14節使用料及び賃借料までは前年度と

ほぼ同額計上でございます。19節負担金補助金及び交付金については、各種団体育成のための補助金で前年

度とほぼ同額計上でございます。２目公民館費、１節報酬から７節賃金までは前年度とほぼ同額計上でござ

います。８節の報償費、細節302．施設機械従事者報償費につきましては、改善センター放送従事者が休日時

間外に対応しての計上でございます。９節の旅費から次の92ページ、14節使用料及び賃借料までは前年度と

ほぼ同額計上でございます。18節の備品購入費、細節３．機械器具費につきましては、改善センター備品と

して金屏風購入費の予算計上でございます。19節は前年度と同額計上でございます。 

 ３目文化財保護費１節報酬は前年度と同額計上でございます。２節から４節までは文化財専門職員の人件

費でございます。８節報償費につきましては、前年度とほぼ同額計上でございます。９節旅費につきまして

は、埋蔵文化財発掘調査時に、県職員の招聘を依頼をしまして、その分の派遣費を含めた計上でございます。 
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11節需用費から、次のページの14節使用料及び賃借料までは前年度とほぼ同額計上でございます。15節工事

請負費、305．村民俗芸能保存会顕彰碑建立工事150万円の計画をしております。これにつきましては、村民

俗芸能保存会結成40周年記念事業として、顕彰碑の建立を予定しての工事費計上でございます。19節301．村

民俗芸能保存会補助金につきましては、村民俗芸能保存会40周年記念祝賀会として50万円を増額しての計上

でございます。細節302．村民俗芸能発表会補助金、５巡目から発表会への50万円増額しての200万円の補助

でございます。細節305．古典音楽保存会補助金これにつきましては、野村流古典音楽保存会、伊江支部結成

50周年記念事業の記念式典や記念公演を行うための支援費として100万円増額の補助金でございます。その他

につきましては、前年度とほぼ同額計上でございます。 

 次の94ページをお願いいたします。10款６項保健体育費１目保健体育総務費、１節から14節使用料及び賃

借料までは前年度とほぼ同額計上でございます。19節負担金補助金及び交付金は前年度の実績を勘案しての

計上でございます。308．につきまして、小学生ゴルフ伊江島大会は、昨年より全国大会から北海道との交流

を主とした大会へ変更いたしましたが、今年の夏より北海道大会へ県内の小・中学生男女各１名と、村内の

中学生男女１名の４名の選手を派遣いたしますので、関連する旅費等の予算を考慮して、予算額は前年度と

同額を計上しております。細節309．高島市交流事業補助金は、参加人数による実績を勘案して減額措置をし

ております。２目体育施設費、２節から７節までは人件費の予算でございます。８節報償費につきましては、

前年度の実績を勘案しての計上でございます。９節の細節５．研修旅費につきましては、Ｂ＆Ｇ財団の指導

者養成研修費の旅費で、今年度はアドバンスト・インストラクターの養成研修への派遣１名を計上しており

ます。11節、12節、13節、次の96ページの14節につきましては、前年度の実績を勘案しての計上でございま

す。 

 次の96ページの18節備品購入費につきましては、スポーツ推進によるニュースポーツ普及のための備品購

入費としての20万円計上をしております。19節細節302．Ｂ＆Ｇ財団研修負担金につきましては、アドバンス

ト・インストラクター研修に参加する１名の宿泊費研修費でございます。27節公課費はＢ＆Ｇ車両５台分の

計上でございます。３目学校給食費、１節報酬から７節賃金までは前年度同様の予算計上をしております。

９節旅費につきましては、所長、栄養士の研修会、講習会の旅費を計上しております。11節需用費、細節１．

消耗品費につきましては、衛生管理基準に基づいた徹底した調理従事を行うための消耗品が生じますので、

増額をしております。細節７．賄材料費につきましては、子育て支援策としての第３子以降の児童への免除、

財団法人、日本スポーツ振興センターのへき地における支援事業の廃止に伴い前年度比較で59万5,000円の増

額で、総額2,364万6,000円の計上でございます。 

 次の97ページで、12節役務費から14節使用料及び賃借料は、前年度とほぼ同額計上でございます。18節の

備品購入費は、調理場で使用する20キロばかりを50キロばかり、それぞれ１台の購入費を予定しての計上で

ございます。19節負担金補助金及び交付金につきましては、前年度と同額計上でございます。 

 次の98ページをお願いいたします。27節公課費につきましては、給食配送車１台分の重量税を計上してお

ります。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 農林水産課長 古堅和昌君。 

○ 農林水産課長 古 堅 和 昌 君 

 99ページをお願いいたします。11款１項１目農林水産施設災害復旧費、前年度同様150万1,000円の計上で

ございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 建設課長 並里晴男君。 
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○ 建設課長 並 里 晴 男 君 

 100ページお願いします。11款２項１目土木施設災害復旧費200万1,000円、前年度同額を計上してございま

す。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 101ページです。12款１項１目元金２億5,524万3,000円、財務省ほかへの元金償還でございます。２目利子

元金同様、財務省ほかへの利子の償還であります。３目は費目存置です。 

 102ページ、13款１項１目費目存置です。２目土地開発基金費19万4,000円、前年度実績見込みによりまし

て、計上いたしております。３目有価証券購入費、費目存置です。 

 次の103ページ、13款２項１目船舶会計補助金、細節104．フェリー建造費に係る元利償還金の交付税措置

分でございます。２目水道会計補助金28節繰出金120万円、消火栓の維持管理費を一般会計から繰り出す計画

でありまして、消火栓１基当たり約5,000円の事業を見込みまして、掛ける240基分を計上いたしております。

３目は費目存置です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 

 104ページをお願いします。13款３項１目過年度支出金11万円で前年比10万6,000円の増額で、平成24年度

に事業所から返還された精算分でございまして、細節101．から107．までは費目存置。108．10万5,000円で

ございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 総務課長 西江 正君。 

○ 総務課長 西 江   正 君 

 105ページです。14款予備費、予備費におきましては、本年度の不測の事態に備えまして、前年同額の5,000

万円を計上いたしております。以上で、平成25年度一般会計歳入歳出予算の説明を終わります。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第４号に関する提案理由の説明を終わります。 

 日程第２ 議案第５号 平成25年度伊江村診療所特別会計予算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。村長 大城勝正君。 

○ 村長 大 城 勝 正 君 

 議案第５号 平成25年度伊江村診療所特別会計予算の提案理由を御説明させていただきます。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億100万円と定めたいと思います。

２項で歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によりたいと思いま

す。 

 （一時借入金）第２条 地方自治法第235条の３第２項の規定よる一時借入金の借入れの最高額は、1,000

万円と定めたいと思います。 

 以上、概要を説明し、詳細は事項別明細書で担当課長から説明をさせたいと思います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 福祉保健課長 金城和廣君。 

○ 福祉保健課長 金 城 和 廣 君 
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 御説明いたします。歳入１ページをお願いいたします。１款１項１目診療手数料１億3,099万5,000円、前

年度比較で666万円の増額でございます。細節１．窓口収入2,400万円、対前年で78万6,000円の増額でござい

ます。細節２．国保分7,711万1,000円、対前年で755万9,000円の増額でございます。細節３．社保分2,040

万円、対前年で184万8,000円の増額でございます。細節４．予防接種・検診料等877万6,000円、対前年で362

万9,000円の減額計上でございますが、その要因といたしまして、平成23年度から実施しました乳幼児を対象

とした感染症予防、小児肺炎球菌ワクチン、ヒブワクチン及び女子12歳以上を対象とした子宮頸がんワクチ

ンの接種対象者が２年間を経過して、縮小されたこと、４種混合ワクチンの実施により接種回数の縮小によ

るものでございます。細節５．介保分70万8,000円、実績を見込み９万5,000円の増額でございます。 

 次のページをお願いいたします。１款２項２目雑入184万8,000円、伊江歯科医院の光熱水費で、前年度同

額の計上でございます。４目受託事業収入246万円、細節１．から細節３．は定額受託料でございますので、

前年度同額の計上としております。 

 歳入３、４ページを開けまして、歳入５ページをお願いします。４款１項１目一般会計繰入金3,000万円、

前年度同額の計上でございます。 

 次のページをお願いいたします。５款１項１目繰越金3,569万3,000円、対前年で1,034万円の増額でござい

ますが、医師の安定確保により患者数がふえたことに伴う、医療報酬の伸びが主な要因です。平成24年度歳

入歳出の実績を見込み、勘案しての計上でございます。 

 歳出に移ります。１ページをお願いいたします。１款１項１目事務費１億7,485万4,000円、対前年で2,121

万3,000円の増額、大幅増額でございますが、その要因といたしまして、平成26年度人工透析開設に向け、臨

床工学士１名の採用と、リハビリニーズの増加の訪問、リハビリの充実を図るために理学療法士１名の増員

が主な要因です。 

 ２節給料4,616万5,000円、対前年度670万5,000円の増額です。３節職員手当等3,212万1,000円、対前年374

万2,000円の増額です。４節共済費は事務経費でございます。７節賃金2,885万1,000円、細節101．医師代替

賃金1,434万円につきましては、土日、祝祭日の診療賃金のほか、年末年始の診療賃金、月２回の漢方外来、

派遣医師賃金、学会出席などの来診医の賃金計上でございます。細節102．臨時看護師等賃金1,451万1,000

円は、臨時看護師２名で１名増員、医療事務２名、用務員２名、夜間管理２名、レントゲン技師の代替賃金

を計上しております。臨時看護師１名の増員につきましては、人工透析施設開設に向け、看護師、臨床工学

士を輪番制で透析医療看護研修へ派遣します。その間の臨時看護師の計上でございます。９節旅費495万5,000

円、医師学会旅費のほか、人工透析施設開設へ向けた医師、臨床工学士、看護師の研修旅費を計上しており

ます。11節需用費1,055万7,000円、細節１．消耗品から細節５．光熱水費まではほぼ前年度同額計上でござ

います。細節６．修繕料426万6,000円につきましては、現診療所の自家用発電機のマフラーなどの改修費と

して300万円ほど計上しております。その他は診療所と医師住宅の維持管理費と車検等を計上してあります。

12節役務費158万9,000円、細節１．通信運搬費から、次の２ページです。細節101．医師賠償責任保険料まで、

それぞれ実績を勘案した計上でございます。 

 13節委託料1,297万3,000円も細節２．防災設備点検委託料から、細節117．輸液ポンプ定期点検委託料まで、

それぞれ実績を勘案した計上でございます。14節使用料及び賃借料471万6,000円につきましても、細節１．

自動車航送料から細節104．Ｘ線線量測定機リース料まで、それぞれ実績に基づく計上でございます。 

 次のページをお願いいたします。18節備品購入費10万1,000円、細節２．図書購入費につきましては、前年

度同額の10万円を計上してあります。19節負担金補助金及び交付金1,682万8,000円、細節１．から細節105．

義務的経費の計上でございます。細節108．細節109．は前年度同額の計上です。23節償還金、利子及び割引

料、27節公課費は、事務的経費の計上でございます。 
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 次のページです。４ページお願いします。２款１項１目の医業費2,590万1,000円、対前年度で393万7,000

円の減額計上でございますが、新年度から子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン予防

接種が、任意接種から定期接種へ改正されるため、ワクチン購入費の計上を診療所会計から一般会計への移

行によるものです。11節需用費、細節１．消耗品費900万円は、医療費消耗品、検査キット、検査紙、ＣＴフィ

ルム、注射器等の実績を勘案しての計上です。細節６．修繕料70万円につきましては、各種レントゲン機器

等、維持管理の係る修繕料の計上でございます。細節10．医薬材料費1,200万円につきましても、実績を勘案

しての計上でございます。13節委託料、細節102．臨床検査一部委託料108万円、14節使用料及び賃借料、細

節101．医療機器リース料312万円につきましても、それぞれの実績を勘案しての計上でございます。 

 次の５ページです。３款１項１目予備費24万5,000円、歳入歳出を相殺しての計上でございます。以上です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第５号に関する提案理由の説明を終わります。 

 日程第３ 議案第６号 平成25年度伊江村国民健康保険特別会計予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長 大城勝正君。 

○ 村長 大 城 勝 正 君 

 議案第６号 平成25年度伊江村国民健康保険特別会計予算の提案理由を御説明させていただきます。 

 （歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ10億2,300万円と定めたいと思います。

２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によりたいと思いま

す。 

 （一時借入金）第２条 地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、5,000

万円と定めたいと思います。 

 以下、第３条は（歳出予算の流用）でございますので、割愛をさせていただきます。 

 以上の概要を説明して、事項別明細書は、担当課長から説明をさせたいと思います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 では御説明いたします。 

 事項別明細書に入る前に、本年度の予算概要を説明させていただきますが、本年度は平成24年度の実績を

勘案して計上してございます。本年度予算は２月18日に村国民健康保険運営協議会に予算案を諮問しまして、

原案を可とする答申をいただいております。そして今年度予算額は前年度と比較しまして500万円の増額と

なっております。今年度の医療費も増加傾向にあります。生活習慣病を起因とする患者がふえ続けておりま

して、１人当たりの医療費も高額化しており、保健指導で医療費の抑制や後期抑制を図ってまいりたいと思

います。本年度も一般会計のほうから法定外の繰り入れを行っております。それでは事項別明細書をもって

説明申し上げます。 

 歳入１ページ、１款１項１目１億2,700万5,000円、前年度比43万8,000円の減額でございますが、１節の医

療給付費分現年度課税分においては2,429人、1,205世帯、95％の収納率を考えております。２節後期高齢者

支援分現年度課税分は、徴収費でございます。2,811万7,000円の計上でございます。３節の介護納付金分現

年課税分1,455万3,000円は、1,188人に対し、1,846世帯でございます。以下、医療費の滞納繰越、そして５

節で後期高齢者支援金分滞納繰越分、６節で介護納付金分滞納繰越分を計上してございます。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税438万8,000円、前年度比102万5,000円の増額ですが、１節の医療費給

付費分現年度課税分で50人、27世帯の100％を見込んでおります。金額では265万円でございます。２節で後
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期高齢者支援金分現年課税分、これも50人の27世帯の100％を見込んでおります。３節で介護納付金分現年課

税分80万2,000円、46人の29世帯の100％を見込んでおります。以下、４節、５節、６節は費目存置を計上し

ております。 

 歳入２ページ、２款１項１目手数料13万円、前年度並みを計上してございます。 

 次、歳入３ページをお願いします。３款１項２目療養給付費等負担金２億2,435万8,000円、前年度比1,732

万2,000円。前年度の実績等を勘案しまして計上してございます。３目高額医療費共同事業負担金1,312万

1,000円、229万3,000円の増額の前年度並みの勘案をして計上してございます。４目特定健診等負担金195万

8,000円、８万2,000円の増額は、集団健診1,100人を見込んで、単価が5,340円で計上してございます。 

 次の歳入４ページお願いします。３款２項２目財政調整交付金１億4,369万5,000円、前年度比960万5,000

円の減額は、前年度勘案をして計上してございます。３目保健施設事業補助金から６目の出産育児一時金補

助金までは費目存置とさせてもらっております。 

 次の歳入５ページをお願いします。４款１項１目療養給付費交付金1,713万4,000円、前年度比823万3,000

円の増額は、対前年度実績等を勘案しまして、計上してございます。 

 次の歳入６ページ、５款１項１目前期高齢者交付金4,181万7,000円、4,547万7,000円の減額は、社会保険

診療報酬支払基金からの試算システムから通知がありますので計上してございます。 

 次、歳入７ページお願いします。６款１項１目高額医療費共同事業負担金1,312万2,000円、前年度比229

万3,000円の増。２目特定健診等負担金195万8,000円、前年度比８万2,000円、１目、２目とも国保連合会か

らの拠出金の通知がありますので、計上してございます。 

 次の歳入８ページお願いします。６款２項１目費目存置です。２目県財政調整交付金7,278万1,000円、前

年度比921万7,000円。これは厚生労働省からの通知による計上でございます。 

 次の歳入９ページをお願いします。７款１項１目高額医療費共同事業交付金5,038万7,000円、868万7,000

円の増額分でございます。これも前年度勘案しまして計上してございます。２目保険財政共同安定化事業交

付金１億5,172万5,000円、1,047万5,000円の減額、これも前年度勘案しまして計上してございます。 

 次の歳入10ページをお願いします。８款１項１目一般会計繰入金、１億5,939万6,000円、1,376万2,000円

の増額でございます。３節保険基盤安定繰入金で4,169万4,000円。４節の職員給与費等繰入金で1,162万2,000

円。５節出産育児一時金繰入金392万円。６節財政安定化支援事業繰入金4,216万円、７節のその他一般会計

繰入金で6,000万円を繰り入れることになっております。 

 次の11ページお願いします。８款２項１目基金繰入金から、次の12ページの９款１項１目繰越金、次の13

ページをお願いします。10款１項までは費目存置として計上してございます。同じく10款諸収入も費目存置

として計上してございます。10款３項も費目存置として計上してございます。同じく10款４項の１目から６

目まで費目存置として計上してございます。 

 次のページお願いします。歳出１ページに入ります。１款１項１目1,544万7,000円、前年度比486万1,000

円の減額でございます。これは人事異動等の減額でございます。９節旅費から19節までは前年度並みを計上

をしております。 

 次の歳出２ページお願いします。１款１項２目連合会負担金100万4,000円、前年度比１万2,000円の減、こ

れは全国国保連合会のレセプト電算化処理に伴う、前年度並みの計上をさせてもらっています。 

 次の歳出３ページをお願いします。１款２項１目賦課徴収費35万円、前年度並みの計上でございまして、

これは国保税の徴収しております各区の区長へ徴収費の１％を徴収費として計上してございます。 

 次の４ページお願いします。１款３項１目運営協議会費７万9,000円、対前年度比１万円の減額でございま

す。 
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 次の５ページをお願いします。１款４項１目趣旨普及費については費目存置でございます。 

 歳出６ページ、２款１項１目一般被保険者療養給付費４億9,800万円、前年度比160万円の増。２目退職被

保険者等療養給付費1,440万円、230万円の増額です。３目一般被保険者療養費188万円、前年度比92万円の減

額。４目退職被保険者等療養費10万円、前年度比はゼロ。５目審査支払手数料189万2,000円、前年度並みで

計上してございますが、１目から３目までは、前年度の実績を踏まえて計上してございます。 

 次の歳出７ページをお願いします。２款２項１目一般被保険者高額療養費7,370万円、220万円の増。２目

退職被保険者等高額療養費280万円、30万円の増額でございます。３目一般被保険者高額介護合算療養費40

万円、４目退職被保険者高額介護合算療養費２万円、全目とも前年度の療養費等を実績を勘案して計上して

ございます。２項、３項につきましては、費目存置でございます。 

 次の歳出９ページをお願いします。２款４項１目出産育児一時金588万円、前年度比42万円の減額は、本年

度は14名の出産を勘案しての計上でございます。 

 次の歳出10ページ、２款５項１目葬祭費、前年度並みの計上をさせていただいております。 

 次の11ページお願いします。３款１項１目後期高齢者支援金１億1,990万2,000円、前年度比157万8,000円

これは社会保険診療報酬支払基金からの通知により計上してございます。２目については9,000円、前年度比

1,000円の減でございます。 

 次の12ページ、４款１項１目前期高齢者納付金５万6,000円、前年度比６万9,000円の減額。２目前期高齢

者関係事務費拠出金9,000円、前年度比1,000円の減ですが、これも社会保険支払報酬支払基金からの通知に

よる計上でございます。 

 次の13ページお願いします。５款１項１目費目存置です。２目老人保健事務費拠出金6,000円、前年度比マ

イナスの1,000円。３目老人保健事業費拠出金1,000円、費目存置です。 

 次の14ページお願いします。６款１項１目介護納付金7,023万9,000円、前年度比545万8,000円の増。社会

保険診療報酬支払基金からの通知による計上でございます。 

 次の15ページをお願いします。７款１項１目高額共同事業医療費拠出金5,248万7,000円、917万3,000円の

増額。２目保険財政共同安定化事業拠出金１億4,422万7,000円、前年度比839万円の減額です。これについて

は、国保連合会からの通知により計上してございます。３目高額医療費共同事業事務費拠出金8,000円。４目

保険財政共同安定化事業事務費拠出金8,000円、その他共同事業事務費拠出金、前年度並みを計上してござい

ます。 

 次の16ページお願いします。８款１項１目特定健康診査等事業費1,594万1,000円、前年度比33万8,000円。

新規事業は展開しておりませんので、ほぼ前年度を勘案して計上してございます。 

 次の17ページお願いします。８款２項１目保健衛生費11万4,000円、前年度並みを計上しております。 

 次ま18ページの９款１項１目基金積立金、費目存置でございます。 

 10款１項。次の20ページ、11款１項。次の21ページ、12款１項まで費目存置を計上しております。 

 歳出22ページ、13款１項１目予備費372万3,000円、前年度比326万2,000円の減は、保険給付費等に不足が

生じた場合に充当したく計上してございます。以上でございます。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第６号に関する提案理由の説明を終わります。 

 休憩します。 （休憩時刻14時30分） 

 再開します。 （再開時刻14時45分） 

 日程第４ 議案第７号 平成25年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。村長 大城勝正君。 
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○ 村長 大 城 勝 正 君 

 議案第７号 平成25年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算の提案理由を御説明させていただきます。 

 まず文言条例の（歳入歳出予算）第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ6,400万円と定めたい

と思います。 

 ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によりたい

と思います。 

 （一時借入金）第２条 地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、3,000

万円と定めたいと思います。 

 以上、概要を申し上げまして、そして詳細につきましては、担当課長から説明をさせたいと思います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 住民課長 知念貞博君。 

○ 住民課長 知 念 貞 博 君 

 では事項別明細書をもって説明いたします。 

 歳入１ページをお願いします。１款１項１目特別徴収保険料2,544万5,000円、前年度比440万7,000円の減

額でございますが、徴収者が延べ人数でございますが、659人でございます。２目普通徴収保険料2,056万8,000

円、前年度比1,061万7,000円の増額でございます。徴収延べ人数は130人、これは全体では一緒でありますが、

特別徴収から普通徴収者への移動に伴うものでございます。 

 次の２ページをお願いします。２款１項１目、２目とも費目存置でございます。 

 次の歳入３ページ、４款１項１目事務費繰入金132万6,000円、前年度比７万9,000円の減額。２目保険基盤

安定繰入金1,665万1,000円、13万1,000円の減額は、前年度の実績を勘案しまして減額補正してございます。 

 次の４ページをお願いします。５款繰越金。６款諸収入。次の６ページお願いします。６款２項、次の６

款３項、次のページお願いします。６款４項まで費目存置として計上してございます。 

 次、歳出移ります。歳出１ページ、１款１項１目総務管理費131万8,000円、前年度比７万9,000円の減額、

前年度の実績を勘案して計上してございます。 

 次の歳出２ページをお願いします。総務費１款２項１目費目存置を計上してございます。 

 次の３ページお願いします。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金6,266万4,000円、前年度比607

万9,000円、これは徴収した保険料を広域連合へ納付する金額でございます。 

 次の４ページお願いします。３款１項、次の５ページ、３款２項は費目存置を計上してございます。 

 次の歳出６ページをお願いします。４款１項１目予備費7,000円、前年度並みを計上してございます。以上

です。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第７号に関する提案理由の説明を終わります。 

 日程第５ 議案第８号 平成25年度伊江村水道事業会計予算を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。村長 大城勝正君。 

○ 村長 大 城 勝 正 君 

 議案第８号 平成25年度伊江村水道事業会計予算の提案理由を御説明させていただきます。 

 まず業務の予定量ですが、給水栓数が2,620栓、年間総給水量が一般用水で46万1,100㎥、営業用水で10万

9,511㎥、基地用水で5,764㎥、トータルで57万6,375㎥を予定いたしております。 

 第３条（収益的収入及び支出）ですが、収入、支出とも１億4,435万7,000円をもって、予定をしていきた

いと思っております。 
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 次に、（資本的収入及び支出）ですが、第４条 資本的収入及び支出額の予定額は、次のとおり定めたいと

思います。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1,887万円は過年度分損益勘定留保資金で補てんし

たいと思います。 

 したがいまして、収入で資本的収入で8,000円、支出で1,887万8,000円を予定しております。 

 第５条、一時借入金の限度額は2,000万円と定めたいと思います。 

 第６条は、職員給与費の流用に関することでございます。職員給与費で1,508万8,000円、交際費で５万円

は議会の議決を経るという、経なければならないという条項でございます。 

 なお、実施計画書をもって、公営企業課長から説明をさせたいと思います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 公営企業課長 具志川豊秀君。 

○ 公営企業課長 具志川 豊 秀 君 

 14ページ、実施計画明細書に基づき御説明を申し上げます。 

 収益的収入及び支出、11款水道事業収益１億4,435万7,000円、前年度比較で1,460万円ほど減になっており

ますけれども、トータルとしまして前年度予算におきましては、黒糖工場の建設の稼働に際しまして、ちょっ

と見込みを多目にやっていたんですが、それほど水量が使用がなかったものですから、平成23年度実績に若

干ふえた形での計上となっております。１目給水収益、１節水道料金トータルで１億4,138万7,000円、備考

欄に書いてあるとおり、家庭用とその他営業用等、それと一般メータ使用料を示しております。２節の水道

料金、基地分でございます。126万3,000円。２目のその他営業収益では130万円の内訳としまして、水道料金

の督促手数料として10万円、一般会計負担金これは消火栓の維持管理費として平成23年度より一般会計から

の負担金でございます。 

 ２項１目受取利息の預金利息では40万円、前年度同額でございます。 

 次15ページのほうをお願いします。支出、水道事業費用１項１目原水及び浄水費、27節の受水費、こちら

のほうは、県企業局からの受水でございますけれども、5,500万円、この受水の内訳としましては、総排水量

を64万㎥を見ておりますけれども、そのうちの80％を企業局の受水費にしたいと思っております。51万2,333 

㎥です。28動力費900万円、燃料費、役務費、修繕費、薬品費、材料費は、ほぼ前年度同額でございます。34

節の委託料につきましては、417万8,000円のうち、電気透析設備定期点検のほうでは、今年度はこの電気透

析設備の解体、洗浄がありませんので、そこで62万円ほど、前年度比では減となっております。 

 ２目配水及び給水費の１節給料から３節の法定福利費までは一般会計同様、人事に伴うものでございます

けれども、１節から３節で170万円ほど増となっておりますけれども、あと４節から５節、６節から34節まで

は、ほぼ前年同額の計上でございます。 

 ３目総係費、1,243万4,000円の計上でございますけれども、こちらも１節の給料から７節、８節、17節ま

では前年度ほぼ同額の計上でございます。30節も前年度同額。34節の委託料のほうで1,067万2,000円の計上

をしておりまして、前年度で866万2,000円の増となっておりますけれども、これが備考のほうに書いてあり

ます新公営企業会計制度アドバイザリー業務、固定資産台帳財源調査業務、これは新公営企業会計が平成26

年度から移行してきますので、このアドバイザリー契約を業者とする形での計上でございます。これが862

万6,000円計上してあります。 

 ４目の減価償却費これは1,867万4,000円、前年度からは減価償却費360万円ほど減っております。 

 ２項１目20節企業債利息436万2,000円これは公営企業金融公庫・旧資金運用部の企業債の利息分でござい

ます。これも前年度ほぼ同額でございます。２目の公課費、こちらも昨年の実績を23年度の実績を勘案しま

して計上しております。あと４目の予備費につきましては、予算の収支を調整の結果488万3,000円計上して
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おります。 

 18ページ、資本的収入及び支出、（収入）トータルで8,000円。 

 次のページをお願いします。（支出）資本的支出のほうでは1,887万8,000円計上してありますけれども、建

設改良費の配水設備費、34節委託料、集中監視装置設計業務、このシステムが平成８年度に設置してありま

すけれども、いろいろ耐用年数からしても、相当経過しておりまして、新たに切り替えをしないとこのもう

これをカバーする機械、そういったたぐいがないものですから、サービス停止になっております。ほとんど

の部品が、そこで今年度200万円をかけて設計業務をやりたいと思っております。35節の工事請負費500万円、

こちらは道路工事に伴う配水管の布設工事等を予算の範囲内で執行していきたいということで計上してあり

ます。 

 ３目の営業設備費、これは機器購入費、公営企業会計システムのサーバこれも入れ替えする時期がきてお

りますので、この機械を入れ替えしたいということで計上しております。２項１目企業債償還金こちらでは

1,017万7,000円、前年度とほぼ同額でございます。以上、説明を終わります。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第８号に関する提案理由の説明を終わります。 

 日程第６ 議案第９号 平成25年度伊江村船舶運航事業会計予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長 大城勝正君。 

○ 村長 大 城 勝 正 君 

 議案第９号 平成25年度伊江村船舶運航事業会計予算の提案理由を御説明させていただきます。 

 まず第２条（業務の予定量）ですが、今年もフェリーいえしま、フェリーぐすくの２船運航で対応してい

きたいと思います。年間の運航回数ですが、伊江～本部間の定期運航回数を1,550回、伊江～本部間の臨時運

航回数が50回、定期航路外を10回、トータルで1,610回の予定をいたしております。年間の輸送人員ですが、

輸送人員と自動車の航送台数はまず旅客輸送人員が延べで47万6,000人、自動車航送台数が延べで７万6,000

台、１日当たりの輸送人員及び自動車の航送台数は、輸送人員で1,304人、自動車航送台数が208台を予定し

て、予算を計上させていただいております。 

 （収益的収入及び支出）ですが、まず収入、支出とも５億6,116万3,000円をもって、予算執行をしていき

たいと思います。 

 次に（資本的収入及び支出）第４条 資本的収入及び支出は次のとおりと定めたいと思います。資本的収

入が資本的支出に対し不足する額1,074万3,000円は、建設改良資金950万円、過年度分損益勘定留保資金で124

万3,000円で補てんするものとしたいと思います。したがいまして、資本的収入5,000円、資本的支出が1,074

万8,000円をもって予算を執行していきたいと思っております。 

 第５条は（議会の議決を経なければ流用することの出来ない経費）として、職員給与費が２億3,190万6,000

円、交際費で30万円の流用はできませんよと、議会の議決を経なければできませんよということになります。

なお、事項別明細書、実施計画明細書をもって公営企業課長から説明をさせたいと思います。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 公営企業課長 具志川豊秀君。 

○ 公営企業課長 具志川 豊 秀 君 

 それでは12ページをお願いします。収益的収入及び支出の収入、11款船舶運航事業収益１項５億5,553万

5,000円、１目の運輸収益のほうで５億5,325万3,000円を計上しておりますけれども、内訳としましては１節

の旅客運輸収益２億6,900万円、これは平成23年度実績にほぼ95％を見込んでの計上をしております。２節の

自動車航送収益２億8,100万円、それも平成23年度実績の95％を計上しております。３節は57万7,000円、４
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節、５節とも前年度ほぼ同額の計上でございます。２目の運輸雑収益におきましても、２節の使用料228万円、

前年同額の計上でございますけれども、備考にありますように、売店のほうで年間72万円、貨物事務所のほ

うで156万円となっております。 

 ２項１目受取利息及び配当金562万7,000円のうち、預金利息のほうが460万円、前年度比較では70万円ほど

減となっておりますけれども、定期利息が下がってきておりますので、若干、減額して計上してございます。

株式配当金につきましては、琉石株の３万円、前年度同額でございます。 

 次のページお願いします。３目１節一般会計補助金55万3,000円これは今年度から計上しておりますけれど

も、フェリー建造に伴う辺地債の償還金に係る地方交付税措置分でございます。４目１節の県委託金これは

44万円の計上ですが、港湾管理と港湾の統計に関する県からの委託金でございます。 

 次14ページ、支出のほうお願いします。21款船舶運航事業費用、総事業費で５億6,116万3,000円、１項で

５億3,367万7,000円の計上で、１目のほうが船舶運航費３億8,180万9,000円となっておりますが、これも人

件費につきましては、一般会計と同様でございます。１節から３節、１、２、３、４、５、６節までは割愛

したいと思います。 

 15ページの旅費、ドック、他航路貸船等々で265万1,000円の計上ですが、ほぼ前年度同額でございます。

８節光熱費につきましても、70万1,000円前年度同額でございます。９節の委託料これはフェリーいえしまの

エレベーターの点検保守料でございますが、これは53万円、まるまる皆増でございます。10節の燃料費9,974

万円、この燃料費のほうでは、Ａ重油のほうが前年度は八十二、三円で推移していたんですけれども、今年

度はこの二、三月から89円ぐらいになっておりますので、前年度で比較しますと、およそ六百四、五十万円

の増となっております。若干、落ち着いた感じはしますけれども、まだ予断を許さない感じでございます。

11節の備消耗品費430万円につきましては、前年度同額でございます。12節の修繕費これは両船の中間検査

ドックとその他修繕費として計上しております、6,200万円。ぐすくのほうでは結構、もう運営的に注文品が

多くて、結構ドック検査、修繕費が高くなってきております。13節の保険料、これは船舶保険料とＰＩ保険

料合算しまして1,002万8,000円の計上で、ほぼ前年同額でございます。続きまして、14節、15節、19節、23

節まで、前年ほぼ同額の計上をしております。 

 次16ページのほう、２目の業務費2,689万6,000円計上してありますけれども、そのうちの委託料1,466万

4,000円ですが、これも乗船券の販売業務委託料、前年度ほぼ同額でございます。13節の保険料268万2,000

円、これは旅客の傷害保険と自動車の航送保険のほうで262万4,000円計上し、ゆり祭りとゴールデンウイー

クの駐車場係をしていただく方々の保険として５万8,000円を計上してあります。16節印刷製本費もほぼ前年

同額を計上してあります。24節の手数料800万円、旅行社クーポン手数料ですが、年々ふえてはきてはおりま

すけれども、とりあえず76社ほど見ておりますけれども、県内で大体35社、県外で40社ぐらいと見ておりま

す。25節の補償費、これは航送車両損害弁償金ですが20万円ほど計上しております。 

 ３目一般管理費7,513万9,000円の計上でございますが、人件費、事務職員の人件費で１節から３節までは

ほぼ自然、退職者の関係で法定福利費のほうで約100万円ほど総合事務組合負担金が減になっている関係と、

給料、手当で100万円ほど減額になっております。 

 17ページをお願いします。４節の厚生福利費から５節賃金は、ほぼ前年同額ですが、６節被服費につきま

しては、今年度は支給の年になっておりまして、14万4,000円、職員12名分の計上でございます。続きまして

７節旅費、８節光熱水費は、ほぼ前年同額の計上でございます。９節の委託料1,013万6,000円の計上でござ

いますが、今年度は変わったところではターミナルビルの清掃が８万3,000円ありますのと、備考の欄の今一

番下から２行目、ちょっと字が小さいですけれども、地方公営企業会計新制度対応アドバイザリー業務、こ

れが412万2,000円計上して、契約をしたいと思っております。次の地方公営企業会計新制度対応固定資産台
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帳財源調査業務138万6,000円、これはきのうの補正でも若干補正しましたけれども、引き続き、今年度もこ

の調査業務を委託したいと考えております。あとは10節、11節、12節、13節、14節、15節までほぼ前年同額

の計上でございます。16節印刷製本費につきましては、観光パンフレットとして、またこれも90万円計上し

ております。17節の賃借料、これは本部港連絡事務所とフォーク使用料として前年同額の計上でございます。

18節広告料、19節の負担金、20節交際費、21節食糧費、22節会議費、23節雑費まで、前年同額の計上をして

おります。 

 ４目減価償却費4,983万2,000円を計上しておりますが、前年度比較では483万5,000円の計上をいたしてお

ります。41節の船舶減価償却費は、これはフェリーいえしまの分でございます。42節の建物減価償却費、こ

れはきのうの補正にもありましたけれども、伊江港ターミナル倉庫分離室等と、あと43節の附属施設等減価

償却費は、若干の補正増となっておりますが、157万6,000円でございます。 

 ５目は、46節固定資産除去費は費目存置。続きまして２項営業外費用のほうでは、2,359万1,000円を計上

しておりますが、１目の支払利息、51節企業債利息として175万円、これは交通債の平成22年度借り入れと、

平成23年度のフェリー建造に伴う借り入れに伴う利息分でございます。53節の他会計借入利息95万円、これ

につきましては、辺地債の平成22年、平成23年度の借り入れ利息でございます。続きまして２目公課費、60

節消費税として2,000万円の計上ですが、これは平成22年及び平成23年度を実績を勘案して計上してございま

す。３目の港湾管理費の89万円は、前年度同額の計上でございます。４項１目の予備費としまして、収支調

整の結果389万3,000円を計上してあります。 

 続きまして20ページのほうの資本的収入及び支出のほうで、資本的収入が予定額として5,000円。 

 21ページお願いします。資本的支出の１項建設改良費1,074万6,000円の計上でございますが、これは２目

26節工事請負費950万円、備考に書いてありますとおり旧ターミナルビルの屋上から水が漏れてきますので、

防水工事を施したいということで計上しております。72節機器購入費124万4,000円、これは公営企業会計シ

ステムのサーバー、これも水道事業と共用しておりますけれども、古くなりまして、今年度、平成25年度で

切り替えしたいということで計上させていただいております。以上、説明を終わります。 

○ 議長 亀 里 敏 郎 君 

 これで議案第９号に関する提案理由の説明を終わります。 

 日程第７ 平成25年度新規事業箇所等現場視察の件を議題とします。お諮りします。 

 全議員で、平成25年度新規事業箇所等現場視察を行うことに御異議ありませんか。〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。したがって、全議員で平成25年度新規事業箇所等現場視察を行うことに決定しま

した。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は視察終了次第、散会します。大変お疲れさまでした。 

（視察終了） 

（散会時刻16時40分） 

 

 

 

 

 

 


